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はじめに
ブーアスティンは「幻影の時代」で「外国旅行は一つの活動―経験・仕事―ではなく
なり，その代わりに一つの商品となった（ 1 ）」といっている。商品化された旅行の特質
は相互依存関係が交換を通して成立していることを意味する。交換する対象（他者）な
しに交換は存在しない。旅行の過程における他者の利用価値はその存在と価値を認識し
たときに生じる。貨幣と商品の交換は損得意識にもとづく。損得意識は他者依存の意識
にある。旅行者は，旅行業者に自己の身体を一時的であれ委ねることを通して，その過
程でなんらかの利得が得られるという期待をもっている。
商品化された旅行に対する期待の性質とは何か。ブーアスティンは次のようにいって
いる。「旅行のもっとも古くからある動機の一つは，なんらかの選択の余地がある場合
には，未知のものを見ることであった。どこか他の場所へ行きたいという人間の癒しが
たい欲求は，人間の救いがたい楽観と飽くことのない好奇心と証拠である」。また，デ
カルトが17世紀はじめに言った旅行とは，「ちょうど異なった時代の人々と会話するよ
うなものである」であり，生きるため余儀なくされた移動，あるいは支配者によって強
制された移動とは異なる，「新しい場所で，前よりも安全で満ち足りた食事をし，自由
であることを期待する（ 2 ）」移動である。
ディズニ―ランドは「夢がかなう場所」とされる。そこでは夢が期待の対象となり商
品化されている。ここには「冒険の国」がある。それはロマンチックな性質をもったも
のとして，通常とは異なる感動的で，しかし安全な経験ができる場所となっている。そ
こは創作された「出来事」が体験できる場所でもある。アドベンチャーは本来，「意図
せずに起こったもの，チャンス，偶然，運」を意味していた。それはカイヨワがいう
「遊びと人間」での運（偶然）の世界である（ 3 ）。そこは遊びの場所となっており，現実
世界と隔離されている。しかし運については現実世界においても人が意識していること
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である。運の世界は人が生きる過程で生じることであり，その結果としての利得・損得
はあるが，その世界における結果は過程における一つの節目にすぎない。「夢がかなう
場所」における利害損得（夢がかなった，かなわなかった）は現実世界における利害損
得と同一の尺度で測ることはできない（ 4 ）。
「人生は旅である」というとき，利害損得に関係する商品交換という世界とは異なる
世界が存在することが想起される。それは「割り切れない」という意識にもとづく世界
でもある。他者に依存しつつも，他者とはことなる自分自身の人生を構築していきたい
という思いである。それを余暇という言葉で表現することもできよう。余暇は損得だけ
で人生を割り切って生きることができるのかに対する問いかけでもある。割り切れない
世界がたえず存在することを意味する。人生は生と死の狭間を生きる過程である。その
過程では利害損得関係と併存するもうひとつの世界がある。人はその二つの世界を渡り
合いながら生きている。
商品としての旅行は貨幣との交換関係を前提としている。それは見知らぬ者（外来
者）と迎え入れる者との関係の媒体となっている。旅の歴史を語る時，貨幣経済，そし
て商業経済の発達は旅の隆盛を支える社会的経済的条件であるといわれてきた。江戸時
代において「参詣と物見遊山」は庶民の娯楽を代表すものであった。われわれが旅，旅
行，そして観光を考える場合，交通と経済にかかわる社会環境の変化を前提においてお
かなければならない（ 5 ）。
旅行の商品化は旅行と貨幣の交換関係を一つの成立条件とする。社会・経済状況の変
化がその前提となった。交換関係を前提とする社会経済状況において，交換関係の基礎
となるのは他者依存の意識にある。「存在は意識を規定する」とマルクスはいっている
が，他者の存在が可視化された段階ではじめてその存在は意識され対象化される。現代
における旅行者は「移動と交流」の過程を通して，他者との関係を目指している。そこ
では，既知の他者との関係，そして未知の他者との関係づくりが旅行のあり方とかか
わってくる。
認識の対象となる存在は可視化できるものと不可視なものとに区分できる。可視化さ
れたものとの関係では信用が基盤となる。信用は保証されるという確実性が社会的に共
有されていることが条件となる。相互依存関係は信用あるいは信頼関係を基盤とする。
しかし，依存性は排他という異なる性質をたえず内包している。それは旅行者が基本的
に「よそ者（外来者，異邦人）」であるということに起因する。「よそ者」は基本的に不
可視な存在であり，利害損得という点からは不確定な存在だからである。
観光は「移動と社会的遊戯」である。旅行者にとって，「人生は旅である」といわれ
るように，社会化のゲーム形式の一局面を体験すると同時に，旅行者を迎え入れる側の
者にとっても社会化のもう一つの局面を構成する。旅行は訪れる側，迎え入れる側相互
の社会化の過程である。その関係は一時的であり，知らない者同士がお互いに一定の場
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所を共有する機会を提供してくれ，出会った者どうしの異なる相互の期待を叶えようと
する場面を構成する。
ここでは，旅行を社会的遊戯としてとらえる観点から，遊び，社会化のゲーム形式
としての社交性について，そして，観光を交通・交易という点から考えるにあたって
の基本的理解にかかわる事項について整理し，社会的遊戯としての観光のあり方を創発
（emergency）という視点から考えてみたい。
1 ．遊びとは
遊びと「余暇」は分離して考えることができない。遊びは現代の余暇それ自体である。
現実世界と虚構の世界を往来している人間にとって，1970年代において「何のための豊
かさ」，「孤独な群衆」，そして「余暇文明に向かって」は相反する内容を提起した。そ
れは人が社会の中で生きていくということとはどのような意味をもつかを問うものでも
あった。余暇そして「観光」について，「労働（Labor）と遊び（Leisure?）」については，
Life ＆ Workの世界との関係のもとでこれからもどう考えていけばという課題を投げか
けている。
遊びの社会性とは何か，そしてその社会で生きていくにあたって，豊かさ，幸せとは
何かを問い続けてきた。豊かさの飽和状態といわれてからかなりの年月が経っている。
現在，貧困，格差という状態が一方でありながら，「買うものがない＝物余り」，「高い
ものほど売れる」，「有用性・実用性が明確でないものが売れる」などの売買関係が日常
化しているアンバランスな社会的状況のもと，マネーゲームによる金融危機の発生な
ど，これからどう生きられるかについて予測しがたい状況が続いている。「余暇」，そし
て「遊び」という言葉の意味を，現在の社会状況において改めて問い直してみなければ
ならない。
歴史は過去である。その過去を引きずりながら現在を生きる人間，そして未来でも生
きられると信じる人間にとって，現在はまさに生きている時間と空間である。人が歩ん
できた歴史を「遊び」を通して考えてみようとしたのがホイジンガーの『ホモ・ルーデ
ンス』である。そのなかで語られた遊びの形式と内容はわれわれが遊びについて考える
場合，有力な素材を提供してくれる。宿命として，時間を遡ることができない現在を生
きるわれわれにとって，「遊び」とは何か。人が，現在そしてこれからを生きていく人
間の身体感覚（情動）が社会的生存条件とどう関わっているかを問うことでもある。
デュマズティエが『余暇文明に向かって』で「余暇を楽しむことは，貧困や病気や無
知によって妨げられることがあるにしても，それは社会のあらゆる階層，なかんずく，
若い世代において絶対的な要求，潜在的価値として厳然として立ち現われている（ 6 ）」
と述べているように，従来の文化と社会観とは異なる「遊び」を通して，これから「生
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きられる世界」とはどのような世界かを考えてみようとした。職業倫理が社会生活の中
で規範として大きな位置を占め，子供，若者，そして高齢者の生活文化は社会の周縁に
おかれてきたが，その周縁的存在であったものが，脇役から主役として表の舞台に立ち，
新たな文化を世代間格差のもとでどう創造していくかが今日の社会的課題となっている。
同時に，働く者の生活文化のあり方も模索されている。
遊び，遊ぶとは何か，について考える時，「遊びはつまらないものになった」という
ことに着目したい。今日，遊びは堕落であるという人はあまりいないと思われるし，む
しろ仕事がないからこれからの生活をどうしていけばよいかと問う人が多い。仕事がな
ければ，遊んでいるとみなされる。当人にとってそうみられるのは苦痛であるし，実際
これから生活していけるかどうかという社会的生存の問題にかかわる。このような状況
において「遊」をどうとらえていくかが問題となる（ 7 ）。
（ 1）遊びの定義
ホイジンガは遊びをまじめと対比してつぎのように定義している。「遊びは自発的な
行為もしくは業務であって，それはあるきちんと決まった時間と場所の限界の中で，自
ら進んで受け入れ，かつ絶対的に義務づけられた規則に従って遂行され，そのこと自体
に目的をもち，緊張と歓喜の感情に満たされ，しかもありきたりの生活とは違うもので
あるという意識を伴っている（ 8 ）」といっている。この定義とともに，遊びは自発的な
行為であり，時間と場所に限界がもうけられ，絶対的な規則に従って，緊張と歓喜の感
情に満たされる非日常の活動であると，カイヨワはホイジンガの定義を組み込み，遊び
を以下のような活動であると基本的に定義している（ 9 ）。以下，カイヨワの遊びの定義
についてみていくことにする。
①　自由な活動
自発性にもとづく活動であり，強制されれば，魅力的で愉快な楽しみという性質は喪
失してしまう。新城は「庶民と旅の歴史」のなかで，内部強制の旅（生きるための旅），
外部強制の旅（公務，命令による旅），自ら好んでする旅について述べているが，自ら
好んでする旅がこれに当てはまる（10）。
②　隔離された活動
予め決められた空間と時間の範囲内に制限された活動であり，時間と空間の限定性と
完結性が前提となる。ここでの問題は「予め決められた」ということにあり，だれが時
間と空間の範囲を決めることに関係しているかである。
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③　未確定な活動
ゲーム展開が予め決定されていなかったり，することがないことを不可欠とする。先
に結果が予測できるようでは，なにがゲームの展開中に生じるかという楽しみはなく
なってしまう。結果の予測不可能性が条件となる。必ずこうなるのではなく，「運＝
チャンス」がそこになければならない。因果関係の世界ではなく，ゲームとしての遊び
の過程に運の要素がなければならないことを意味する。いいかえれば，賭けの要素であ
る（11）。このようにすれば必ず満足が得られるとは限らないが，挑戦するという態度が遊
びにはある。
④　非生産的活動
非生産的活動とは生産活動の反対語であり，財産も富も，いかなる要素もつくり出
さないということを意味する。「遊んでばかりいないで仕事をしなさい」という言説は，
遊びがもつ非生産性を象徴している。これについてはホイジンガが「日本語における遊
びの表し方」でつぎのようにいっていることを参考としなければならない。「一般的に
遊びの機能に対して一つのきわめて明確な単語をもっており，その上，これと対をなす
真面目という反対語をもっている。―中略―日本の生活理想のたぐいまれな真面目さは，
実は，いっさいが遊びにすぎないという仮構を裏返した仮面の姿である（12）」。遊びは無
用の用といわれる。遊びの社会的機能とはなにかを問い直してみなければならない。果
たして非生産的活動であるのか，そして生産に対する消費活動であるのか，という点に
ついて再考したい。
⑤　規則のある活動
日常生活における通常法規を一時的に停止し，新しい法―約束事―が適用されるのだ
が，その規則が日常生活を律する法観念と離反的あるいは対立的関係を生み出す場合が
ある。いわゆる，暴走，迷走といわれる行為である。
遊びにおける規則は，観光旅行の場面においても観光客のマナーの悪さという表現で
批判の対象とされる。遊びにおける規則には日常生活の諸規則との整合性が求められる。
しかし，脱規則，脱意思ということも現実の遊びの世界にはあるということも考慮して
おかなければならない。
⑥　虚構の活動
日常生活と対比した場合，二次的現実，または非現実的であるという意識を遊びは
伴っている。遊びは離脱の文化（culture of departure）的表象である。ありきたりの生
活から離れて行われる遊びがありきたりのものになれば，人はその遊びから離れていく。
ハレの日常化との関連で考察していかなければならない課題でもある。作田は，遊びに
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よる現実離脱に「脱所属（平等）」と「脱自我」という二つの特性を区別し，カイヨワ
のいう「模擬」と「めまい」は脱自我によって，「競争」と「チャンス」は「脱所属」によっ
て特徴づけられるとした（作田啓一「遊びの社会的機能」『Energy』18号，1968年 7 月）（13）。
遊びの虚構性，隔離性は現実離脱を起点とすると解釈できる。現実からの離脱は，人間
関係の対等性を実現する一つの機会となるという指摘である。日常の生活感覚からの解
放を求めて日常生活からの離脱を目指し人は移動する。離脱は日常生活における社会的
役割や地位から一時的に離れることを意味し，異なる場所において感覚による解放を体
験する。
（ 2）遊民
遊び，遊ぶ人について考える際，遊民とは何かについて森は「遊民の思想」のなかで，
常民，遊民，惰民という概念を提示し，遊ぶ人について述べている。そのなかで遊びに
ついてはつぎのように述べている。
遊びとは結局，幸福を得る術ではなくて，快楽のための術である。そして快楽とは，
あるいは恍惚といってもいいが，そうしたエクスタシーというものは，一瞬というより
超時間の心情のことでしかなく，フロイト風にいえば，快楽は苦痛とほとんど同時に存
在するなにかであり，それは流動する心性の波動でもある。遊民が，快楽を求めて幸福
を求めないのは，幸福という観念をつくりあげて，その時間を永続させたいと願う「能
率の神様」である現代人にたいして，反抗的にすぎるからである。「能率の神様」であり，
「時間の王」にたいして，遊民は「心情の王」として瞬時の快楽に賭けるのである（14）。
遊戯は幸福を得る手段ではなく，一瞬というより時間を超えた快楽（恍惚）を得よう
とする限定された時空間における心情であるともいえる。
遊ぶ人は快楽を求めるが幸福を求めない。「豊かさ」という言葉で表現される幸福と
いう観念は作り上げられたもの（幻想であり幻影）であり，その観念的時間と空間の継
続を誰しも望む。限られた人生のもとで幸福な状態であり続けることを，どう実現して
いくかにある。その個人的課題（幸福と瞬時の快楽）を社会とどう関係づけていくかが
問われている。
遊民のなかには遊びのプロといわれる人々がいる。プロは資産，技術，学問，芸術な
ど，一般人が私的所有できないものを独占的あるいは排他的に私的所有する形態であり，
社会的には能動的存在として評価されている。それに対して，一般人（庶民，大衆）は
プロによって商品化された非物質的生産物を受動的に享受する地位におかれる。個人の
富と社会的地位，学識と名声，特別の能力と功績，これらは人と人との相互作用におい
て，ときには記号として機能することもあるが，人と人とが対等という前提にたっての
相互作用関係という視点にたてば，その機能的意味は相互作用から一時的にしろ，切り
離しておかなければならない（15）。
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規則性と虚構性は相容れないものなのか。規則もある意味で虚構性をもつ。言語表現
によって提示されている諸規則（旅行に関するものとしては約款がある）は，人の日常
生活を律しているが，遊びという行動過程でそれがどのように機能しているかについて
は考えておかなければならない。
（ 3）パイディアとルドウス
西山の「江戸町人の研究」では，参詣，物見遊山という行動様式を「行動文化」の一
つとしてとらえた。自らの解放の行動であり，自由なる世界に遊ぶことを目指した行動
である，としている。「自己解放」については，次の二つの過程が想定されている。一
つは現実を遮断する変身の論理によって別世界を組織し，身分階層関係さえ逆転させる
（一時的脱所属）。もう一つは群集の中に埋没して差別そのものの現実的存在を消すこと
によって，人間本来の自己に回帰する，いわゆる即自的で無目的な行動である（16）。「物
見遊山」は日本文化の一つの形式であり，言語表現として日常生活で今日あまり使用さ
れることはないが，観光を日常娯楽の身体的拡張としてとらえるなら「物見」と「遊
山」について考えておかなければならない。
「遊山」は山に遊びに行く，気晴らしに外出する「行楽」と解釈される。「物見遊山」
とは何か。人の移動から場所を問う，場所を人の移動から問う場合，その社会的な意味
を再考してみなければならない。遊は遊ぶ「コト」であるが，人の行動，そして社会と
のかかわりで様々な意味をもって使用されている。その解釈はときには肯定的に，とき
には否定的にと，肯定的な意味解釈と否定的な意味解釈の間を漂う言葉でもある。「物
見」という言葉はまさに物を見ることであるが，対象としての物の社会的性格・意味
（＝モノ）と，見る主体の動機あるいは動因との関係を考えていおかなければならない。
遊山という言葉は「山に遊ぶ，山遊び」からなる。前者は山という場所に行って遊ぶ
という意味であり，後者は「山遊び」とは何かという，山という特有の場所における遊
びの形態を意味するものである。現代社会において，「物見遊山」という言葉は遠い存
在であるかもしれない。それは失われた過去に存在したものとして考えることもできる。
しかし，なぜか，私たちの心に懐かしさ，そして過去を現代に蘇らせてくれる言葉でも
ある。それは何故なのか。仮想あるいは擬似体験（本物ではないが，本物を模倣し創作
された空間における体験）を通して，たとえば，都市の定住者が自然の豊かさをイメー
ジする農山漁村に一時的に移動し，そこでの仮想，擬似体験をするという行為は，都市
空間と「農山漁村（「観光」という仮面をつけたと模擬・模倣）」という空間における一
時的な交換現象としてとらえることができるのではないだろうか。
三木清は「人生論ノート」で，すべての旅に共通するものは「漂泊の感情」であり，
人生もまた「未知への漂泊」と捉えている。それはまさに「drafter」を物語るもので
もある。また柳田國男も旅行は単なる遊びや楽しみではなく，実は学問的なのであると
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明治の頃から旅行は教育・学習と同義に観念されてきた。それは修学旅行，あるいは
ヨーロッパにおける「グランドツアー（大修学旅行，大教養旅行）」に対応するもので
ある。観光という言葉がもつ意味には，人生上の教訓を得る「旅」と，とにかく自分の
知らない土地・人間・風俗に感動し，「楽しむ旅行」という感覚とが併存している。
「かわいい子には旅をさせろ」というということがいわれた。この言説は期待的社会
化を意味する。子供に対する期待では，将来，参入する可能性のある生活，職場の価値
や規範，あるいは将来において，役割が付与され，獲得していくと予測される地位や役
割に関する知識，態度，技能などを学習することをどのような場でどのように身につけ
させていくかが課題とされる。暗黙知を形式知に置換したものだけが提供され学習して
いくだけではなく，いわゆる実践的な学習（参加的社会化）を通して，将来自分が従事
していく場の価値や規範を学習することが求められる。形式知を実践知としてどう転換
させていくかであり，そしてその知が学習とともに，実践知をどのように形式知として
いくかが課題となる。観光の教育的意味は，実践を通して学習された暗黙知と既存の形
式化された知識が相互に関係しあうことを学習する場にある。
観光は二つの側面から構成される。ひとつは物見遊山であり，もう一つは教育的側面
である。カイヨワはこれについて遊びには二つの相反する極があるといっている。それ
はパイディア，ルドウスである（18）。パイディア（Paidia）はギリシャ語で，遊戯を意味
する。それは統制されない気紛れである。解放，気晴らし，気ままといった自由への欲
求であり，この自由の遊びこそが遊びにとって不可欠な動因となる。一方，対極にはル
ドウス（Ludus）がある。ラテン語で闘技，試合を意味し，遊びに目標が設定されると
き，困難な状態にかえって喜びを感じることを意味している。肉体的苦痛あるいは精神
的苦痛を求めるが，いずれの場合にも任意の合意によって他と区別され，統制された活
動であるという遊びの基本的側面は認められる。 ルドウスは学校の意味をもつとホイ
ジンガもいっている。ルドウスはパイディアの補足及び教育の役割を果たし，パイディ
アを鍛え豊かにする。一人遊びの原動力でもある。
デュマズティエは余暇の三つの要素として次の三つの要素を提示した。①休息：疲
れから解放してくれる息抜き（Délassement），②気晴らし：退屈から救ってくれる
（Divertissement），③個性の発達：思考や日々の行動の自動性から逃れさせてくれる＝
ありきたり状態からの超越（Développement）（19）。この三つの要素をパイディアとルド
ウスに分けると，パイディアは休息，気晴らし，ルドウスは個性の発達（自己開発，自
己実現） に対応する。前者は感覚を通した解放の体験であり，また弛緩状態における体
験である。後者はホイジンガが「遊びは遊学の意味で『誰々の下に遊ぶ』，『どこどこに
遊ぶ』と使われる点でラテン語のLudusは学校の意味があった」（20）といっているように
遊びとしての「観光」には教育的側面がある。
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2 ．社会化のゲーム形式としての社交性
「人生は旅である」は，旅，旅行，観光にかかわる言説である。人間は生と死とい
う二つの境界の狭間を生きる，あるいは生きられる存在である。人が事物や社会とか
かわる過程を人生といっている。人は日々の生活を時間と空間の制約のもとに生きつ
つ，たえず出現してくる自分の生の限界状況を意識し，その限界を乗り越えていこうと
して生きている存在である（21）。生きている世界は様々な言説によって分節化されてい
る。限界は人生の節目でもある。その節目（＝境界）をどう乗り越え，新たな状況と関
係していくかを問いつつ，また問われつつ生きているのが社会的生命の存在根拠とな
る。本来，境界のない世界の表面に節目をつくり出し，秩序ある世界を人間は形成して
きた。日常と非日常も境界を示す言葉として，旅，旅行，観光の領域で使用されてきた。
社会化の過程には境界が存在する。境界を乗り越える離脱（departure：出発）と到着
（arrival）の反復でもある。
知っている者の間にも境界がある。そして見知らぬ者の間にも境界がある。しかし，
知っている者どうしの関係を交際するというのに対して，見知らぬ者との関係を交際と
はいわない。交際は見知らぬ者どうしが偶然出会い，なんらかの関係をもつ過程から始
まる。社会的遊戯としての旅行は知らない者どうしを接合する媒体的な機能を果たす
機会を提供してくれる。見知らぬ人，それは「よそ者」である。ジンメルは，よそ者を
「今日来て，明日留まる人」と定義している（22）。外部から訪れたという異質性を内包し
ながらも，外見上は一時的ではあるがその社会の成員を構成しているという対象として
認識される。定住するのではなく，ただ一時的に留まり，別の世界に移っていく人々
である。われわれはそれを旅行者といっている。移り往くことを前提としながらも一
時的に関係する場所を共有する。ジンメルがいう「よそ者」は遠くに留まる存在ではな
く，その地域社会における一つの要素となる。観光者あるいは旅行者という「よそ者」
は，ある地域社会において一般的にいわれる「観光」という意味合いでしか共有されな
い存在であり，一定の対象となる。旅行者はその地域社会で外部に解放された領域のみ
を共有することができる。
（ 1）社交性
G．ジンメルは社交を支える人間の態度に注目して，それを「社会的遊戯」といって
いる。それは人は社交の場でいろいろな遊びをするというだけでなく，社会化作用その
もの，集まることそれ自体を遊戯の形式で行うという意味である。集まることそれ自体
が目的になった以上，そこでは集まってくる人々が相互に利用価値はないという意味で
対等となる。ここでは遊戯を社交性（sociability）（＝「社会化のゲーム形式」）の一つ
として説明するため，社交と遊戯について，ジンメルが論じていることについて整理し
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①　「相互作用はつねに一定の衝動からか，もしくは一定の目的のために生じる（24）」。
現実の日常生活は刺激―反応図式で示される反射的行動，不真面目で投げやりなげと
いわれる惰性的行動，偶然に動かされる刹那的行動，原因に動かされあるいは目的論
的行動など，仕事や遊びを通した様々な行動からなっている。ここでは「衝動」によ
る相互作用と一定の「目的」を達成するための相互作用に着目したい。
②　「人間は他者たちと集合し，他者との互助，共存や対立の行為に入り，他者たちと
の相互関係の状態に入る（25）」。ここでは「互助」，「共存」，「対立」に着目する。共存
（共に存在する）の必要条件は時間と空間の限定性と完結性にある。社交は，意識的
あるいは無意識的に生み出され，第三者を排除しない抑制された感情によって結ばれ
ている関係である。それは第三者を排除する閉鎖的時空間でもなく，かといって制限
なしに開放されている空間でもない。
③　「生活の現実的な能力の必要と衝動とは，われわれの行動の形式を生活に適切なも
のとして生み出すが，これらの形式はやがて遊戯のうちに，あるいは遊戯として，独
立した内容と刺激となる（26）」。「形式は遊戯のうち」にあり，「遊戯としての独立性」
を確保する。
④　「内容へのすべての定着からの解放の実現（27）」。内容とは，人間の相互作用の動機
となり目的となるものである。本能的衝動や物質的利益への欲望は生命維持や存続活
動の目的を定めるものであり，社会を形成していく動機となる。しかし，ジンメルは
諸形式がいまや獲得するのは独自生命であり，形式の内容からの独立であるとしてい
る。社会化の形式は自己目的となったと考えている。それは個人が目的達成のために
集団を自分の手段にしたり，逆に個人が集団の目的達成のために手段にされたりする
関係からも解放されることを意味する。
⑤　「社交にとっては，生活の目的設定と結びついた結合の具体的な動機が脱落するか
ら，純粋な形式，諸個人のいわば自由に浮動して相互に作用する関連が強くなる（28）」。
「目的設定と結びついた結合の具体的な動機の脱落」と「自由に浮動しての相互作用」
は相互作用の過程そのものが遊戯において重きがおかれることを意味する。
⑥　「社交はその純粋な形態においてはいかなる客観的な目的ももたず，またいかなる
内容ももたず，さらに社交の瞬間そのものの外部にある結果ももたないから，社交は
まったく人物たちを基礎とし，『この瞬間の満足』のみが達成されればよい（29）」。目
的よりも達成の過程に重きをおくことに社交の意味があるとしている。
⑦　「外面的あるいは直接に利己的な利害がまったく規制を受けないところでは『礼
節』が重要である（30）」。個人的な衝動や自我の強調，様々な要求に対して，他者の要
求に限界をもうけることが不可欠となる。付き合いきれない状況を生み出さないよ
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うな規則性を有していなければ，その付き合いは消滅する。付き合いの継続において，
礼節，あるいはマナーが不可欠であることを示唆している。
⑧　「社交の原理を本能によってではなく，結果によって表現するとすれば，「各人は，
彼自身が受けた価値の最大量と一致できる社交的価値（喜び，気晴らし，生き生きと
した気分）での最大量を他者に与えるべきである（31）」といっている。この問題は今村
が述べる贈与と交換，そしてEntertainment & Hospitalityとはなにかについて考察す
る際の参考となる。
⑨　「社交は遊戯であり，そこでは人々が，すべての人間が平等であるかのように，そ
して同時に人が各人を特に尊敬するかのように行なう（32）」。虚と実の境界上を遊戯は
社会化のゲーム形式として徘徊し，巡行している。
⑩　「遊戯の魅力は，遊戯者にとっては活動形式そのものの活気と僥倖にある（33）」。そ
して社交とは「人々の現実的な相互関係から現実を排除し，自己のなかで活動してい
ていまでは自己の外にはいかなる目的も認めない諸関係の形式的法則にしたがって，
軽やかな領域をうちたてることである（34）」といっている。
山崎は，ジンメルの社交について次のように述べている。「人間の行動，ジンメルの
言う生命の組織活動には，目的とそれを実現する形の二側面があって，この両者の関わ
り方によって二種類の行動が生まれると考えたことであった。―中略―　行動には目的
と方法，目的と実現過程の二側面がある。前者が支配的である時には功利的行動が，後
者が独立した時は遊戯的な行動が生じる（35）」としている。また，ホイジンガの遊戯とジ
ンメルの社交を行動の構造の点での類似性については，「どちらも功利的な行動，日常
生活の行動を意識のうえで転倒させ，目的追求のふりをしながら，じつはその過程に集
中する行動だ（36）」といっている。遊戯の特徴は目的―手段という図式でとらえるので
はなく，過程そのものに注目するところにある。旅行という社会的遊戯は，外面上は旅
行者としてその役割を担い演じているという意味と，旅行という社会的遊戯によって実
際に旅行を演じているという二重の意味をもつ。
（ 2）社会化
「ツーリズムは，ひととき生活の場を離れ，いささか非日常的なアヴァンチュール
の空間へと移動すること，特別な体験を求めて空間を移動することである（37）」と北川
はのべている。また，大衆向けの体験空間としての都市については「誰にでも開かれ
た場でありながら，誰の場でもない都市。それが観光都市である。観光都市への旅は
感覚を通した解放の体験である（38）」といっているが，誰の場でもない場所で人はどう
社交するのであろうか。観光を娯楽という点から考える場合，エンターティメントと
いう言葉のもつ意味について考えておかなければならない。娯楽はエンターティメン
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ト（Entertainment）といわれるが，Entertainmentには三つの語意がある。一つは歓待，
接待，ごちそうであり，もう一つは娯楽（人をもてなし楽しませる（＝amusement），
余興， 演芸，楽しみ を意味する。最後に意味するのは心にいだくこと，心に受け入れ
ることである（39）。観光においてホスピタリティー，そして「おもてなし」が課題とさ
れている。差別と排除の現代社会に抗して，未知の者，異邦人を歓待する精神のあり方
を世界の様々な時と場所に見出し，それを歓待の精神へと高める。同一的な自己，閉
じられた共同性からの離脱を通して，歓待を自己と他者との関係の生成への契機として，
開かれた共同性とは何かを模索することを「観光」は試みようとしているのではないか。
そこで，人と人の関係を表現する場合にかかわる，Socialの意味について考えておき
たい。
Socialは，社会との交わり（社交），人づき合い（交際）の意味をもつ。社会関係を，
敵対あるいは対抗関係（優劣，勝負，支配・服従などの上下関係）に対して，友好・和
合（横の関係）という言葉で表現される関係，という二つの対他関係からなる。それは
自己の意思とは異なる関係が強いられる場合とともに，自己の意思にもとづいた関係を
もちたい人と関係する場合とに分けられる。いずれの関係も存在することなしに人は社
会の中で生きていくことはできない。Socialの語義は「他人に対して親切であること」，
つまり他人と仲良くすることである。その心性と態度は，「対価や見返りのない贈り物
の提供」を意味する（贈与慣行，ホスピタリティー）。主人（ホスト）と客人（ゲスト）
の関係を媒介する役割を担う存在との関係について考える場合，自界と異界からの来訪
者（外来者）との交際関係が成立する条件を，ギリシャでは神（聖なる世界に存在）に
おいた。現代では宿泊そして旅行にかかわる「約款」といわれる法が両者の関係を媒介
する機能を果たしている。所与の関係（家族，地域，職場）のもとで生活している自界
において，異界からの来訪者は恐怖（畏怖）の対象となる存在である。それは不可視の
領域（未知の世界）からの来訪者（匿名性というレッテルが貼られていた存在）だか
らである。その来訪者が自界に害をもたらすのか，それとも利をもたらす存在かは不分
明，不確定である。では，そのような人とどう付き合っていくか（関係づくり）が問題
となってくる。それは創発課題である。害をもたらすのであれば，排除あるいは敵対と
いう，自界と来訪者を分離あるいは排除するという行為が必然となる。
他方，客人という立場にある外来者においても，異界との関係を利害損得という点で
考慮するなら，異界の不可視性を可視化しようという行為にでる。これは日常生活おけ
る対人関係のみならず，旅行という対異文化，対自然と一時的に関係をもとうする場合
にもいえることである。不確定で未知なる存在と関係をもとうとする場合，ホスト，ゲ
スト双方にかかわる問題がある。異なるものとの間の関係の不確定性をどう低減し，親
和的関係をつくりだすかには，両者の関係を媒介する存在が不可欠となる。それは他者
との信頼関係をどうつくり上げていくかにかかわることであり，いわゆる対等（ヨコ）
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関係の構築である。
今村は歴史的経験としての《social》は，なによりも「もてなし」であったという。
それは異邦人の歓待と弱者に対する扶助であった。さらに，《social》が作用する領域は，
敵対関係と友好関係の複合状況であり，潜在的な敵対関係を友好関係に変換する機能を
《social》は果たす，といっている。絶対他者を「同じ仲間」として接遇することで分
離・敵対（支配と従属）関係を，一時的ではあるが解消する機能も果たす（40）。タテ関
係のなかに，一時的ではあるがヨコ関係を挿入させる機会が不可欠となる。それは遊が
もっている社会的機能でもある。
そのような場所の存在を考える場合，まず人間が社会で存在する根拠とは何かについ
て考える。現実に「いま，ここで」存在することは，「わが身体」とともに自分の周り
に存在するものを自己のものとして関わるということである。身体（基体として「場
所」）と身体がおかれている環境との結合関係が前提となる。その結合関係は限定され
た時間と空間のもとでの一時的なものであれ，主観的には自己が客観的に人間の実存条
件として環境と関わるという行為を意味する。それは外来者が訪れ，その者を外の世界
から迎え入れる社会にとって，旅行者は「その社会に一時的に帰属する」存在であると
同時に，「誰でもない存在（匿名）」であることを意味する。そこでは何らかの迎え入れ
られるという出来事を受容しなければならないという状況が生じる。
（ 3）ゲームと賭け
旅行好き（自ら好んでする旅）とは，移動と一時的滞在の過程における一瞬の出会い
（邂逅）にある。それが継続するかどうかは不透明であり，旅行の魅力はその過程で生
じる出来事が予測できないところにある。
「われわれの目にうつるのは，観念によって形作られる明確な輪郭をもった世界では
ない。そこではさまざまな色彩や音楽，くすんだ色や曖昧な物音，ただ経験的に知って
いること，かすかな匂い，暖かさ，視界の裏側でうごめいているものは，隔たり，わ
けのわからないもの，が氾濫している。われわれ自身が既にその一部であるような世界。
そこでは，われわれが理解していると思えるのはほんのわずかでしかない（41）」
予測可能な現代の観光旅行は，遊びがもつ「未確定性」という点からいえばその魅力
は減じよう。マートンは社会化について二つのタイプをあげた。一つは期待的社会化で
あり，事前に学習した経験を通して習得した知識，技能などにもとづき，将来実行す
る旅行の実施に向けての知識，態度，技能を学習することである。 もう一つは参加的
社会化である。それは実行の過程において，知識，態度，技能を学習することである。 
旅行は参加的社会化の過程である。生存の安全と快適（自己保存），種族保存を求める
社交と観光360
社会学部論叢　第20巻第 2 号2010. 3〔40〕
「生の本能」とは異なり，時には危険を冒してでも未知の世界に向かう（「死の本能」＝
死をかけての挑戦：破壊や攻撃 の衝動）という，いわゆる「旅」に対する相対的な特
有の感覚を人はもっている。新しいことに出会い，そこでの体験を通して新しい満足を
えるために自らの安全を賭け（自らの生を投げ打ってでも），ときには日常の生活様式
を変えることも厭わないという感覚である。そこでは好奇心が問題となる。好奇心は一
つの対象に留まることはない。次々と新奇性を求めて遊動していく。そこではただ新奇
性を求めることだけが目的となる。
いわゆる「出たとこ勝負」の世界である。 賭け（42）は，出た賽の目で勝負が決まるよ
うに予め手段をこうじないで，その時の状態でコトが決まることである。成否を運に任
せてともかくやってみるということをいう。「出たとこ勝負」の旅行は「気紛れな一人旅，
あるいは行き当たりばったりの旅」に象徴される。出たとこ勝負の旅行の過程において
発生するリスクへの対応には自己管理，自己処理が要求される。予め自己責任のもとで
計画された冒険旅行は，偶然と必然が相互に関わり合う移動行為であるといえる。予測
可能な計画，準備は冒険旅行者にとって期待的社会化にかかわる一連の行為を通しての
学習過程である。その過程を経た後の実行段階は参加的社会化に関わる一連の相互行為
過程である。そこでは予測不可能な状況が連続的に発生するもとでの対応行動が不可欠
となる。
これに対して商品化された観光旅行は，非日常の世界における移動・滞在の過程にお
ける不可視性の可視化を旅行業者に依存する。そこでは旅行過程の可視化（予測可能
性）が条件となる。旅行会社の演出によってシナリオ化された旅行商品に乗っかって
「観光客」という役割をまさに演じているのである。 
そこでは他者によって設計，演出，そして管理のもとでの移動過程を体験することに
なる。「観光客」は商品化された観光旅行として，行為者の役割遂行過程において客と
いう地位におかれていることをどれだけ意識するかである。わたしは旅行者であるのか
客扱いされた旅行者なのかという，知覚の程度が問題となる。 
3 ．交通・交易
ボールマンの「観光学概論」で使われた観光は「Fremdenverkehr」の訳語である。
この言葉の意味は「外来者交通」である。「観光往来」，「観光事業」にあたる意味とし
て一般的には用いられてきたが，本来は「外来者」，「交通」にかかわる言葉である。外
来者とはその定住地とみなされない場所に一時的に滞在し，その場所から離れていく存
在であるとしている。定住地からの一時的離脱と見知らぬ土地での一時的滞在を意味す
る。交通はもっとも狭義には人の空間的移動のみを指し，広義には，財貨の移動である
運輸，運送そして通信が含まれる。旅行はこの狭義の概念である人の空間的移動にあた
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る。やがて人の移動から運送，通信は分離し，今日では人の移動が観光旅行という点か
ら着目されている。A.ボールマンの「観光学概論」の序文には次のように記されている。
「諸国民がそれぞれ自国内で互いに関係し合い，あるいは他国民と関係を保っている
限り，『観光』というものが行われる。しかし往昔は商業上や政治的な交通が優位を占
め，保養や療養を目的とする旅行はまだ顕著でなかった。この事情は交通路の不完全と
不確実に因由し，また旅行の費用がかさむというところにも原因があった」。また，ボー
ルマンは観光学の目指すところを次のように述べている。「観光のかかる『原因』の代り
に，観光の諸種の『決定要因』こそ，精密な研究を要する問題である。個々の観光客の
旅行ではなくて，観光客のいわば流れがいかにして発生し発展するか」ということであ
る。さらに「観光客の流れに影響を及ぼすものは観光地の状態，経済的・政治的状態と
方針，観光事業の組織及び管理の状況と方策等である」，これらについて考察することが
「観光学」の主要課題であると考えた（43）。
交通には交易という意味も含まれる。今村は交易という概念を提起し，次のように定
義している。「交易の『交』は交わりであるから，関係的交通（交通的関係）を意味するし，
『易』は人間・物体・事柄・観念（心性）などの空間的・時間的移動を意味する（44）」とし
ている。これについて観光という点から考えると，関係的交通は外来者との交通関係の
形成とその持続にかかわる問題ということになろう。しかし，観念的移動についても考
えておかなければならない。自然，宗教，生活文化との交わり（関係）は単に身体的な
物的移動だけではないからである。人間社会を超越する存在としての神話，伝説，呪術，
そして精霊といわれる存在との関わりを人間はもっている。これらが表象化される世界
に一時的に身をおくという移動がある。物的表象との観念的交流から，人は何かを切り
取り，それを別の空間に移動させている。そこでは，言語と非言語による交流と感覚に
よる表現（言語・映像による）がみられる。それらは対話的相互行為であり，第三者か
らはそこでの意志，意図はみえないが，何かしらの物事が流通・交通している。流通と
経済は不可分な関係にある。流通と経済は，人，社会が存続していく条件であることは
確かである。人は自然，生活文化，社会と密接な関係を保ちながら生きている存在であ
る。自らの身体を社会にゆだねると同時に，自らの身体の存在を確かめつつ存在してい
る。交通，流通は移動を意味する。人，物だけが移動しているのではない。わたしたち
の様々な思い（想念）も同時に媒体を通して移動している。移動はある時は空間を別の
異なる時空間と結びつけようとして人間が試みる過程でもある。
4 ．社会的遊戯と観光―異邦人との邂逅と社交
ジンメルは「ベルリン見本市（1896）」で次のようにいっている。
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団体と社交という二つの意味を合わせもつ「ゲゼルシャフト」という言葉が象徴的に
表現しているように，社交上の娯楽は，少なくとも副産物として，あらゆる団体形成に
たえずつきまとっている（45）。
社会的遊戯としての観光はある場所を訪れる外来者にとって「感覚の解放と感覚によ
る解放」とするならば，そこでは物，人，観念の移動が前提となる。物，人，観念のや
り取りは個別に行われているのではなく，相互に関係しながら重層的に表象化される。
複数の相互行為が相互に重なり関係しながら展開されていく過程は社会関係が再生産さ
れていく過程でもある。ジンメルは「感覚の社会学」で人間がもつ感覚的側面と認知的
側面が織りなす相互行為の過程に注目した。確かに，実際の観光行動では感覚的側面は
強いと考えられるが，実際の観光行動前における認知と感覚は分けて考えておかなけれ
ばならない（46）。
観光にかかわる社会全体の同質化や統合の過程を歩んできた今日的状況において，視
覚，聴覚の標準化の過剰な表現を通して，その客観性は失われつつある。現代観光につ
いて，人，そして社会が求めているのは「社会的遊戯としての観光」に対する創発特性
（emergent property）であると考える。遊戯の創発特性，それが今後の「観光」のあ
り方とどう関わっていくのか。創発は現れ出る（emerge）こと，すなわちある事態か
ら脱け出ること（departure）を希求し現在ある状況を打開することを目指すという意
味をもつ。
創発という概念については，ジンメルが「社会学の根本問題」，「社会分化論」で「社
会的なるもの」を相互作用の形式という点から解明しようとした。またデュルケームは
「社会的事実」（諸個人の集合と相互関係を前提とするが，その結果融合化された「化合
物」は化合された要素に還元されない）新規の性格をもつと主張している。個人に外在
する事実は個人を拘束し，個人の表現から独立した行動，思考，感覚の様式を規定する。
外在性，拘束性という概念によって，社会に生存していく人間が描かれる，という論述
に着目していきたい。
ここでの問題は「創発」が，先行する与件によって予見したり説明したりすることが
できない事態・状況の発生に関わっているということであり，それは偶然性の問題とか
かわってくる。遊びとの関連でいえば「運」そして「賭け」に関わる。また，社会的事
実は諸個人の集合と相互関係を前提とするが，相互関係の融合状態を一時的に離脱し，
今までの関係を分離，否定することを通して，新たな関係を生み出す力を潜在的にもっ
ている。そこでは遊びがもつ諸特性と創発的規範が関係してくる。
なぜ社会的遊戯と観光に「創発」という概念を組み込んで考察するのか。一つは固定
性と流動性にある。人は基本と応用という世界を渡り歩いている存在であり，そこでは
固定―流動，基本―応用が相互交通的関係にあると考えるからである。柳田，鶴見が
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いっている「定住と漂泊」もそれを示唆していると考えるからである。住む場所を定め
るということは，血縁が第一である。次いで地縁はある地域で継いで生きる人にとって，
二次的関係が構築される世界である。さらなる世界は公的な教育世界，いわゆる「学
校」といわれる世界と関係しながら生きていく世界がある。そして，職業的世界との関
係がこの社会で生きていくうえで必然であるというライフコースを所与として人は生活
している。しかし，このような所与とされている世界で人が生きる上で，観光場面にお
ける「創発」は一体どのような意味をもつかが問われる。
「人生は旅である」といわれる。「苦あれば楽あり，楽あれば苦あり」は人が生きてい
く過程を示している。それについては社交，遊戯，そして異邦人（stranger）との関係
を通して考えてみなければならない。旅，旅行，そして観光という現象は境界を越えて
いくことによって成立し，それは，自然，社会との諸関係を再構成していく過程でもあ
る。われわれは日常生活というある限界内で生活している。ときにはその限界性を意識
し，それを乗り越えようとして行動を起こす。人間は「生きてきたこと（過去）」，「生き
られること（未来）」を通して，「いま，ここで，このようであること」のもとに「生き
ている」社会的存在である。「生きている」という事実はたとえそれが瞬間的・刹那的で
あれ，過去―未来，上―下，左―右，内―外という境界によって区切られ，あるいは分
けるという経験を通して二つの世界の存在を意識しながら生きているということである。
ブーアスティンは「旅行―空間のなかでの移動―は，変化の隠喩として用いられてき
た。―中略―かつてしたように空間の中を移動しない。ただ時間の中を移動し，時間の
単調な動きで距離を測るので，自分が何をしているのか，どこへ行こうとしているの
か，時には自分が動いているのかどうかさえ，自分でも理解できない（47）」といっている。
「楽しみのための旅行」という旅行商品は交換相手なしには成立しない。それは他者依
存と他者利用の意識のもとに成り立っている。
「観光は哀しい」という表現をする人がいる（48）。「人生は旅である」は喜怒哀楽の世
界を歩き渡っていく過程であると考えるならば，「楽しみを求めての旅行」は自己表現
（traveling for presentation）の場を求めての移動かと考える。喜怒哀楽という言葉にこ
だわるとき，楽しみの一方に「哀しみ」も存在する。観光という行為は，「基本的には
招かれてもいないのに出かけていく」ことによって成立していると酒井は述べている。
観光地の入り口に表示される「歓迎」という言葉は外来者・異邦人（stranger）にとっ
て何を意味するのであろうか。そして「歓待」は外来者・異邦人を迎える側の人にとっ
て何を意味するのであろうか。観光は訪れる人と訪れる人を迎える人との相互関係に
よって成立する社会現象の一つである。我と他者，我と異なる者との「関係づけ」を考
えるにあたって，基本的に外来者・異邦人は一定の領域を訪問する権利はない。客人と
して招待されたときに初めてその権利は生じるはずである。外来者・異邦人は本来「匿
名性」をもつ。身分，所属も明らかでないという意味での「他者」である。我と他者と
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の境界をどう乗り越えるかは観光が抱える事態の本質である（49）。
今後の課題は，社会的遊戯としての観光のあり方を，「社会化のゲーム形式」におけ
る社会的意味から，そして「自由に浮動する相互作用を営む諸個人の関係」を「歓待の
精神」を通してどう創発（50）していくかについて考えていきたい。「観光」は夢を獲得し
てくれる力をもつのであろうか，それとも儚い夢に終わるのであろうか，それは不分明
である。
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